
⼾建て住宅エリアのストック活⽤の促進 資料１－５

〜空き家・空き地（ストック）を活⽤した⽣活利便サービス拠点整備〜

シェアオフィス、
食の提供、地域福祉の拠点など

良好な⼾建てエリアの住環境を保全しながら
地域の魅力と利便性を高める 居住の安心の提供、地域価値の向上

１.イメージ

２.令和４年度の取組 ３.今後の課題と展望
空き家活⽤
■物 件：相談件数が少ない
■事業者：用途地域に適さないニーズへ

の対応が課題
⇒モデル事業を通じた空き家活用の普及

啓発とノウハウ蓄積を引き続き実施
空き地活⽤
■住宅地内での食サービス提供の出店は、
ニーズが高いものの、徒歩圏内の利用者
だけでは出店の継続が困難
⇒住宅地に近い店舗敷地の一部を利用す

ることで利用者ニーズと売上の双方の
成立を目指す

⇒空き地活用の実証実験を継続しながら
キッチンカー事業者と連携強化を図る

空き家活⽤ 空き地活⽤

〇藤山台空き家物件(１件)

・福祉サービス事業者との
マッチングに成功

・賃貸借契約締結
（所有者、高蔵寺まちづくり㈱、

福祉事業者）

➡R4年5月
より開所
（福祉サー

ビス提供中）

【単独施設タイプの実現】 【低未利⽤地を活⽤した食サービス提供実験】
〇空き地/駐車場などの低未利用地を活用したキッチ
ンカーによる身近な食サービス提供の実証実験

⇒外出機会の創出や生活利便性の向上を図る
〈実績〉
➡延べ33回出店(延べ参加キッチンカー58台)を実施

（R4.4-12 グルッポふじとう北部駐車場の9か月実績）

➡さらに実験場所2か所増加( )R4.7〜 高森台1丁目住宅地内
R4.11〜 岩成台「川とく」駐車場

〈利用者の声〉
「近所で食事の選択肢が増やせて嬉しい」
「店主や常連と話せて楽しい」「普段から
行きやすい場所にあるのが嬉しい」
⇒利便性向上と交流機会の
創出の両面に効果


